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松本かえるまつり
（撮影  2024.6.23　縄手通り）



　

令
和
３
年
５
月
22
日
に
開
設
さ

れ
て
、
今
年
の
５
月
28
日
に
は
熊

本
城
を
抜
い
て
１
位
に
。
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
き
っ

か
け
は
、
雪
景
色
に
映
え
る
黒
い

天
守
の
写
真
（
下
段
）
で
し
た
。

　

松
本
城
管
理
課
の
職
員
３
人
が

撮
影
を
担
当
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
切
り
取
っ
た
日
々
の
風
景
を

投
稿
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、
美

し
い
写
真
に
特
化
し
て
投
稿
す
る

こ
と
で
す
。
他
の
お
城
は
イ
ベ
ン

ト
告
知
な
ど
広
報
的
な
使
い
方
が

多
い
そ
う
で
す
が
、
松
本
城
で
は

告
知
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
集

約
し
て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
31
日
か
ら
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
も
始
め
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
を
24
時
間

配
信
し
て
い
る
の
で
、
四
季
折
々

に
移
ろ
う
松
本
城
の
景
色
が
、
自

宅
か
ら
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
開
設
し
て

お
り
、
今
後
は
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
で

の
発
信
も
含
め
、
幅
広
い
層
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 　

ド
イ
ツ
の
有
名
な
城
郭
群
が
１

万
人
台
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
城
も
５
万
５
千
人
台
な
の

で
、
現
在
で
は
世
界
水
準
の
中
で

も
高
い
位
置
に
つ
け
て
い
ま
す
。

　

松
本
城
管
理
課
の
曽
根
原
さ

ん
は
「
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て

期
待
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
当

初
か
ら
順
位
を
狙
っ
て
い
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
松
本
城

の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
結
果
、

気
が
付
い
た
ら
１
位
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
市
民
や
旅
行
者
を

問
わ
ず
、
よ
り
多
く
の
人
に
役

立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

写
真
は
ス
マ
ホ
で
撮
影

近
づ
い
て
き
た
世
界
の
背
中 

時
流
に
沿
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

（出典：令和６年５月28日市長記者会見資料）

　

岡
田
歴
史
研
究
会
は
、
表
に

地
図
、
裏
面
に
史
跡
の
写
真
と

説
明
を
記
載
し
た
マ
ッ
プ
を
３

月
に
発
行
し
ま
し
た
。Ａ
２
版
の

両
面
カ
ラ
ー
刷
り
で
、
地
区
内

に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
が
地
区
内
の
歴
史
を

ま
と
め
た
『
岡
田
再
発
見
』（
令

和
３
年
改
定
版
発
行
）
を
、
誰

で
も
目
に
ふ
れ
る
形
に
で
き
な

い
か
、
簡
略
化
し
て
活
用
で
き

な
い
か
、
と
研
究
会
で
意
見
交

換
し
、
マ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。 

　

発
案
か
ら
10
ヵ
月
で
完
成
、

パ
ソ
コ
ン
編
集
を
担
当
し
た
大

澤
副
会
長
は
「
分
か
り
や
す
さ

と
正
確
さ
を
追
求
し
ま
し
た
。

歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
だ
け
で

な
く
、
歴
史
を
知
ら
な
い
人
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
は
８
、０
０
０
部
作
成

し
、
各
地
区
の
公
民
館
で
入
手

で
き
ま
す
。
費
用
は
地
域
づ
く

り
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

研
究
会
は
昭
和
62
年
に
発
足 

し
、
一
時
は
活
動
を
休
止
し
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
か
ら
活
動

を
再
開
し
て
い
ま
す
。
会
員
は

現
在
25
人
、
勉
強
会
を
隔
月
で

行
い
、
刊
行
物
以
外
に
も
史
跡

を
説
明
す
る
歴
史
標
識
を
約
60

基
立
て
ま
し
た
。
こ
の
費
用
も

地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。 

　

時
流
に
沿
っ
て
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
『
松
本
の
歴
史
-岡
田

地
区
編
』
を
研
究
会
で
運
営
し
、

随
時
活
動
内
容
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
も
っ
と
活
用
す
る
こ
と
で
、

若
い
人
に
興
味
を
抱
い
て
も
ら

い
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

史
跡
巡
り
に
行
こ
う
!!

『
マ
ッ
プ
で
岡
田
再
発
見
』

わ
が
ま
ち
自
慢 

岡
田
地
区

国
宝 

松
本
城
が
天
下
を
取
り
ま
し
た

史跡を詳しく説明してある歴史標識

マップを広げる大澤副会長 （右）
と冊子『岡田再発見』 

SNSなどは
こちらから

松
本
城
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が

熊
本
城
を
抜
い
て
日
本
一
に
！
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露出した４ｍ大の
クジラの下あご化石

松本近辺の山にて
調査をする学生たち

今
ま
で
一
度
も
入
院

し
た
こ
と
が
な
い
私

は
、
去
年
、
信
大
病

院
に
初
め
て
入
院
を

し
た
。
退
院
後
、
血

圧
と
減
量
の
た
め
散

歩
を
始
め
た
▼
い
つ

も
の
コ
ー
ス
は
女
鳥
羽
川
沿
い
に

北
へ
上
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
橋
ま
で

行
っ
て
折
り
返
し
、
対
岸
を
降
り

て
来
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に

も
な
っ
て
お
り
、
何
人
も
行
き
交

う
。
川
風
を
感
じ
、
せ
せ
ら
ぎ
の

音
を
聴
き
な
が
ら
、
い
つ
も
気
持

ち
よ
く
歩
い
て
い
る
▼
今
年
、
河

岸
の
一
部
の
ツ
ツ
ジ
の
植
え
込
み

が
切
ら
れ
、
芝
生
に
植
え
替
え
ら

れ
た
の
で
少
し
季
節
感
が
な
く

な
っ
た
が
、
散
歩
や
犬
が
歩
き
や

す
く
な
っ
た
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
「
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
Ｔ
Ｖ
を
見
た
。
信
大
の
先
生

が
提
唱
し
、
推
進
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
筋
力
や
持
久
力
を
効
果
的

に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
３

分
速
く
歩
き
、
３
分
ゆ
っ
く
り
歩

く
の
が
良
い
ら
し
い
。
翌
日
か
ら

時
々
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
を

取
り
入
れ
た
。
早
く
若
者
の
歩
く

速
度
と
同
じ
く
ら
い
に
歩
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

経
験
・
実
習
し
よ
う
と
い
う
教
育

方
針
。
松
本
近
辺
で
も
行
わ
れ
る

野
外
調
査
は
、
学
生
同
士
の
結
び

つ
き
も
強
く
し
ま
す
。

　

実
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
開
始
後
か
ら
一
週
間
、
特
に

協
力
し
て
く
れ
た
の
は
コ
ー
ス
の

卒
業
生
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
信

大
で
学
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
恩
返

し
の
よ
う
な
形
で
寄
付
を
く
だ

さ
っ
た
方
も
お
り
、
団
結
力
に
と

て
も
驚
い
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

古
生
物
学
の
中
で
も
、
も
と
も

と
微び

化か

石せ
き

と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
化

石
を
専
門
と
し
て
い
る
山
田
教
授
。

魅
力
は
「
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い

昔
の
地
球
を
小
さ
な
化
石
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
だ
と
い

い
ま
す
。
他
の
大
学
や
研
究
機
関

と
も
協
力
し
た
大
発
掘
は
今
夏
に

始
ま
り
ま
す
。
集
ま
る
期
待
に
は

少
し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い

る
と
笑
い
な
が
ら
、「
い
た
だ
い
た

ご
支
援
を
き
ち
ん
と
し
た
成
果
と

し
て
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
、
ま

ず
は
夏
の
発
掘
を
し
っ
か
り
進
め

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

で
の
野
外
調
査
に
て
偶
然
見
つ

か
っ
た
の
は
２
７
０
万
年
前
の
ク

ジ
ラ
の
化
石
。
し
か
も
、
全
長
15

ｍ
を
超
え
る
巨
大
化
石
で
す
。
30

年
ほ
ど
野
外
調
査
を
続
け
て
き
た

山
田
教
授
に
と
っ
て
も
、
大
型
化

石
の
発
見
は
見
つ
か
る
こ
と
自
体

す
ご
く
珍
し
い
こ
と
。
放
っ
て
お

け
ば
雨
風
に
晒さ

ら

さ
れ
、
失
わ
れ
て

し
ま
う
貴
重
な
化
石
の
保
存
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
は
発
掘
資
金
の
た

め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
開
始
し
、
瞬
く
間
に
目
標
を
達

成
。
多
く
の
人
か
ら
の
賛
同
を
得

て
い
ま
す
。

　

山
田
教
授
の
所
属
す
る
地
球
学

コ
ー
ス
の
特
徴
は
、
机
で
座
っ
て

す
る
勉
強
だ
け
で
な
く
、
野
外
で

　

信
州
大
学
理
学
部
地
球
学
コ
ー

ス
の
山や

ま

田だ

桂か
つ
ら

教
授
が
取
り
組
む
発

掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
県
能の

代し
ろ

市

ク
ジ
ラ
化
石
を
救
え
！

学
生
た
ち
の
絆

地
球
科
学
の
ロ
マ
ン

⑰
信
大
か
ら
始
ま
る

大
発
掘

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

大
発
掘

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

視 点

動画は
こちら！

●
公
民
館
長

中

央

城

東

田

川

和

田

笹

賀

芳

川

寿松

原

入
山
辺

今

井

本

郷

廣
田　
圭
男

瀧
澤　
和
子

荻
原
し
ほ
み

窪
田　
　
潔

大
槻　
研
一

永
田　
幸
彦

久
保
田
文
章

河
内　
正
弘

百
瀬　
英
昭

上
條　
泰
正

乾　
由
理
子

●
公
民
館
主
事

中

央

中

央

中

央

中

央

中

央

城

北

安

原

島

内

島

立

新

村

芳

川

上
嶋　
秀
俊

浅
井　
勇
太

藤
澤
智
恵
美

寺
社
下
奈
央

今
福　
良
夢

村
田　
美
鈴

奥
原　
直
弥

中
條　
　
陽

丸
山　
直
紀

塩
原　
　
航

碇　
　
浩
平

第

一

第

二

第

三

東

部

城

北

中

央

山
内　
敦
子

小
林　
隆
志

上
條　
恒
嗣

降
旗　
賢
一

尾
日
向
智
子

澤
柳　
秀
子

安

原

城

東

白

板

庄

内

鎌

田

松

南

島

内

中

山

島

立

新

村

和

田

神

林

笹

賀

芳

川

大
和　
　
靖

藤
原　
良
成

須
沢　
恭
子

大
野
田
彰
孝

南
雲
多
榮
子

白
澤　
幸
男

川
上　
　
弘

小
林
ち
え
み

小
路　
春
男

山
口　
　
茂

中
山　
摩
美

藤
澤　
良
彦

岩
垂
ま
ど
香

村
田　
正
幸

寿

台

松

原

里
山
辺

今

井

内

田

本

郷

小
山　
高
志

阿
部　
優
磨

市
橋　
佑
磨

赤
羽　
絵
美

保
科　
　
黄

宮
下　
慶
祐

寿寿

台

松

原

岡

田

入
山
辺

里
山
辺

今

井

内

田

本

郷

梓

川

波

田

大
学
生

滝
沢　
　
新

江
藤　
弘
子

曽
根
原　
豊

増
沢　
忠
芳

大
澤　
深
志

西
村　
孝
也

野
尻　
和
彦

小
池　
栄
一

加
藤　
睦
実

森　
　
鉄
雄

藤
田
美
枝
子

大
畑　
彩
葉

令
和
６
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
６
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
６
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

館
報
全
市
版
編
集
委
員

館
報
全
市
版
編
集
委
員

館
報
全
市
版
編
集
委
員

（
令
和
６
年
７
月
30
日
現
在
）
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テ
ン
レ
ス
の
「
南
松
本
町
会
」（
現

１
丁
目
・
２
丁
目
町
会
）、
石●

川

島
芝●

浦
タ
ー
ビ
ン
の
「
石●

芝●

町
」

（
鎌
田
地
区
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

工
場
」
と
し
て
軍
事
転
用
さ
れ
、

昭
和
19
年
、
南
松
本
駅
も
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

宮
田
製
作
所
の
社
宅
町
会
と
し

て
誕
生
し
、
戦
後
は
宮
田
東
・
宮

田
中
・
宮
田
西
町
会
に
分
町
し
ま

し
た
。
南
松
本
駅
南
の
「
開
か
ず

の
踏
切
」
で
知
ら
れ
る
「
宮
田
前

踏
切
」
は
、
同
製
作
所
に
隣
接
し

て
い
た
証あ

か
し

で
す
。

　

同
様
な
社
宅
町
会
は
、
日
本
ス

　

昨
年
度
、
地
区
町
会
連
合
会
60

周
年
記
念
事
業
を
行
っ
た
松
南
地

区
で
す
。
中
世
か
ら
近
世
は
記
録

の
空
白
地
域
で
す
が
、
戦
後
は
利

便
性
の
高
い
居
住
地
域
と
な
り
ま

し
た
。

　

敗
戦
前
夜
、
松
本
南
部
に
は
日

本
ス
テ
ン
レ
ス
、
宮
田
製
作
所
、

石
川
島
芝
浦
タ
ー
ビ
ン
が
「
疎
開

松本平の野鳥たち

ムクドリのシルエットに似ているが、かなり小さく色彩
も複雑で派手。声もムクドリより高い声で「キュル キュ
ルル」とか「キュル ギー」などと鳴く。
昆虫類を主食とするが、「桜鳥」の別名もあるほど桜の
実が好き。キツツキ類のあけた穴で営巣することが多い。
松本平では姿を見かけることは容易な夏鳥。

コムクドリ （2021年5月松本市南原　写真提供：信州野鳥の会）

松
南
地
区

松
南
地
区

戦
後
生
ま
れ
の
戦
後
育
ち
？

戦
後
生
ま
れ
の
戦
後
育
ち
？

色あざやかな季節は
まぶしくて果てしない
未来の始まり

（撮影 : 2024.6.1７ 城山公園）

まつもと散歩

6

再
発
見
!!

ま
つ
も
と
地
名
が
た
り

宮
田
町（
社
宅
町
会
）

平
ひっ

田
た

里
り

神
じん

代
だい

桜
ざくら

松南地区町会地図
　

古
墳
時
代
に
は
大
集
落
が
あ

り
、
現
在
の
イ
オ
ン
南
松
本
店
か

ら
は
、
埴は

に

輪わ

を
伴
う
平ひ

っ

田た

里り

古
墳

が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。「
ヒ
ッ
タ

リ
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
小
字

名
と
し
て
継
承
さ
れ
、最
近
は「
平

田
里
神
代
桜
」
の
呼
称
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
大お

お

字あ
ざ

芳●

川
野●

溝
字あ

ざ

東
原
」
に

独
立
し
た
芳●

野●

町
、「
栴せ

ん

檀だ
ん

は
双●

葉●

よ
り
芳か

ん
ば

し
」
の
故
事
を
理
念
と

し
た
双
葉
町
（
の
ち
に
南
・
西
町

会
が
誕
生
）
も
、
語
り
継
ぎ
た
い

地
名
で
す
。

ヒ
ッ
タ
リ（
小こ

字あ
ざ

平
田
里
）

松南地区のあゆみ

松南地区の歴史

ご覧ください

南松本
1丁目

南松本
2丁目

双葉町

双葉西

宮田東

芳野町

宮田中

宮田西

双葉南

平田里古墳

境界線はおおよそです。正確ではありません。
出典：国土地理院（地理院地図を加工して作成）
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